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大
下
藤
次
郎
の《
穂
高
山
の
麓
》﹇
図
1
﹈
は
、

上
高
地
の
原
生
風
景
を
描
い
た
水
彩
画
で
あ
る
。

　

土
居
次
義
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は《
残
雪
》

﹇
図
2
﹈
を
も
と
に
描
か
れ
た﹇
註
1
﹈。
確
か
に
両

者
は
中
景
に
描
か
れ
た
低
木
、
そ
の
後
ろ
に
広

が
る
林
間
、
枯
木
、
後
景
の
山
容
の
形
態
に
お

い
て
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
大
下
は
現
場
で

描
い
た
絵
を「
写
生
」、
そ
れ
を
も
と
に
後
日
描

き
直
し
た
も
の
を「
複
写
」と
呼
ん
だ
と
い
う﹇
註

2
﹈。
比
較
的
粗
い
タ
ッ
チ
に
よ
る《
残
雪
》
を

「
写
生
」、
大
き
な
画
面
に
緻
密
に
描
か
れ
た《
穂

高
山
の
麓
》
を「
複
写
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
ふ
た
つ
の
絵
画
に
は
水

面
の
有
無
と
い
う
一
目
瞭
然
の
違
い
が
あ
る
。

更
に
、
画
面
右
端
の
二
本
の
樹
木
の
形
も
異
な

る
。
こ
の
違
い
を
ど
う
捉
え
れ
ば
よ
い
か
。
考
え

ら
れ
る
可
能
性
は
ふ
た
つ
。《
穂
高
山
の
麓
》
の

も
と
に
な
っ
た「
写
生
」
は
、《
残
雪
》
で
は
な
く

別
に
あ
る
と
い
う
可
能
性
。
あ
る
い
は
大
下
の

「
複
写
」
と
い
う
行
為
に
は
、
編
集
と
い
う
過
程

も
含
ま
れ
る
と
捉
え
る
可
能
性
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
本
作
は
現
実
を
忠
実
に
模
し
た
も
の
か
、

そ
れ
と
も
複
数
の
写
生
を
構
成
し
て
作
り
上
げ

ら
れ
た
風
景
か
。
以
上
の
疑
問
か
ら
、
本
作
に

描
か
れ
た
景
観
が
実
在
す
る
か
ど
う
か
、
現
在

の
上
高
地
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

現
在
の
上
高
地
の
景
観
と
の
比
較

　

上
高
地
は
長
野
県
西
部
、
松
本
市
に
あ
る
。

中
部
山
岳
国
立
公
園
の
一
角
で
、
四
方
を
標
高

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
囲
ま
れ
た
標
高

約
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
平
野
で
あ
る
。

　

今
回
、《
穂
高
山
の
麓
》を
探
索
す
る
に
あ
た
っ

て
、
梓
川
の
西
岸
に
あ
る
上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル
を

基
点
と
し
た
。
か
つ
て
上
高
地
温
泉
株
式
会
社

と
称
し
た
同
宿
舎
に
は
、
大
下
も
同
地
の
写
生

旅
行
で
宿
泊
し
た
。
こ
こ
を
中
心
に
見
れ
ば
、
北

か
ら
北
東
の
方
角
に
穂
高
連
峰
、
明
神
岳
、
東
に

六
百
山
、
霞
沢
岳
、
南
西
に
大
正
池
、
焼
岳
が
あ

る
。
目
の
前
を
流
れ
る
梓
川
は
、
山
間
の
谷
底
に

沿
っ
て
蛇
行
し
て
い
る
。
宿
か
ら
川
上
へ
向
か
え

ば
、
河
童
橋
、
更
に
進
め
ば
明
神
池
に
至
る
。
明

神
池
か
ら
南
に
進
め
ば
、
大
下
が
こ
の
地
へ
赴
く

た
め
に
越
え
た
徳
本
峠
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
現
在
の
上
高
地
を
歩
き
、《
穂
高
山

の
麓
》
に
描
か
れ
た
よ
う
な
風
景
を
探
索
し
て

み
よ
う
。
ま
ず
、
上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル
の
手
前
に

か
か
る
田
代
橋（
A
地
点
）か
ら
穂
高
連
峰
を
見

た
。
奥
穂
高
岳
の
山
腹
の
残
雪
は
見
え
る
も
の

の
、
大
下
の
描
く
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
右
手
前
の

西
穂
高
岳
の
山
裾
が
奥
穂
高
岳
の
山
腹
を
よ
り

大
き
く
遮
っ
て
い
る
。
山
の
向
き
を
考
慮
に
入

れ
れ
ば
、
も
う
少
し
東
へ
回
り
込
ん
だ
方
が
大

下
の
作
品
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
た
め
、

梓
川
の
東
岸
に
沿
っ
て
河
童
橋
方
面
へ
向
か
っ

た
。
程
な
く
し
て
梓
川
が
ク
ラ
ン
ク
状
に
折
れ

曲
が
る
地
点
に
達
す
る（
B
地
点
）。
こ
こ
で
は
、

奥
穂
高
岳
の
山
腹
が
先
程
よ
り
も
開
け
て
見
え

る
。
さ
ら
に
、
B
地
点
で
は
梓
川
が
並
行
に
流

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
大
下
の
描
く
風

景
の
印
象
に
一
層
近
い
。

　

C
地
点
は
、
B
地
点
か
ら
河
童
橋
方
面
へ
少

し
進
ん
だ
場
所
だ
。
こ
こ
に
至
る
と
奥
穂
高
の

山
裾
が
か
な
り
開
け
て
見
え
る
た
め
、
本
作
品

の
印
象
と
は
大
き
く
違
っ
て
く
る
。

　

今
度
は
反
対
に
梓
川
東
岸
を
下
っ
て
み
よ
う
。

梓
川
の
河
原（
D
地
点
）
か
ら
の
眺
望
も
、
大
下

の
描
く
穂
高
連
峰
の
地
形
に
近
い
。
だ
が
E
地

点
ま
で
来
る
と
穂
高
岳
の
麓
と
い
う
感
じ
は
薄

ま
り
、
扇
状
に
展
開
す
る
穂
高
連
峰
を
遠
巻
き

に
望
む
と
い
う
印
象
だ
。

　

以
上
の
実
地
調
査
か
ら
、《
穂
高
山
の
麓
》
に

描
か
れ
た
穂
高
連
峰
の
か
た
ち
は
、
彼
の
宿
泊

し
た
温
泉
宿
周
辺
か
ら
の
眺
め
に
近
い
と
推
測

さ
れ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
辺
り
で
穂
高
連
峰
を

望
み
な
が
ら
、
視
界
を
横
切
る
河
川
を
も
同
時

桝
田
倫
広

大
下
藤
次
郎
の
立
つ
と
こ
ろ

│
一
〇
〇
年
前
の《
穂
高
山
の
麓
》
を
探
し
て

作
品
研
究

図1  大下藤次郎《穂高山の麓》1907年  水彩・紙  47.5×67.5cm  
東京国立近代美術館蔵

図2  大下藤次郎《残雪》1907年頃  水彩・紙  22.3×33.2cm
島根県立石見美術館蔵
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に
見
ら
れ
る
場
所
は
、
B
地
点
く
ら
い
し
か
な

い
。
ち
な
み
に
焼
岳
が
大
噴
火
し
、
大
正
池
が

生
ま
れ
た
一
九
一
五（
大
正
4
）年
以
前
に
刊
行

さ
れ
た
地
図（
一
九
一
二
年
）と
現
在
の
そ
れ
を
見

比
べ
る
と
、
こ
の
周
辺
地
域
の
地
形
は
殆
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
穂
高
連
峰
の
見
え
方
は
大

下
の
時
代
と
大
差
な
い
と
考
え
る
。

紀
行
文
に
見
る
大
下
藤
次
郎
の
写
生
旅
行

　

と
こ
ろ
で
上
高
地
に
お
け
る
大
下
の
足
跡
は
、

『
山
岳
』と『
み
づ
ゑ
』に
掲
載
さ
れ
た
彼
自
身
の

紀
行
文
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る﹇
註
3
﹈。

そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
〇
七（
明
治
四
十
）年
七
月

十
七
日
、
大
下
は
画
家
仲
間
の
磯
辺
忠
一
と
と

も
に
、電
車
に
て
松
本
駅
に
到
着
。
馬
車
で
島
々

へ
向
か
い
、
徳
本
峠
を
徒
歩
で
越
え
、
そ
の
日
の

う
ち
に
上
高
地
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
二
十
二
日

ま
で
上
高
地
温
泉
株
式
会
社
に
宿
泊
し
、
以
下

の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
。

18
日　

宿
の
前
の
河
原
で
霞
澤
岳
を
写
生
。

朝
食
後
、
明
神
池
を
散
策
。
帰
路
、
徳
本
峠

付
近
に
寄
り
、
水
溜
ま
り
に
影
を
落
と
す

楊
を
写
生
。
更
に
穂
高
山
の
一
角
を
ス
ケ
ッ

チ（
写
生
1
）。
宿
に
戻
り
、
近
く
の
笹
原
か

ら
穂
高
岳
の
残
雪（
写
生
2
）を
描
く
。

19
日　

梓
川
を
前
に
霞
澤
岳
を
描
く
。
降

雨
の
た
め
、
宿
の
縁
側
で
背
後
の
山
を
写

生
。

20
日　

宿
か
ら
川
下
へ
蒲
田
道
に
沿
っ
て

進
み
、
栂
の
枯
木
を
前
景
に
穂
高
岳
の
残

雪
を
描
く（
写
生
3
）。
更
に
1
里
ほ
ど
進

み
焼
岳
の
麓
か
ら
楊
を
中
景
に
置
い
て
穂

高
岳
を
ス
ケ
ッ
チ（
写
生
4
）。
宿
に
戻
り
、

18
日
の
続
き
を
描
く（
写
生
2
）。

21
日　

川
下
で
新
た
に
穂
高
の
一
角
、残
雪

の
様
子
を
そ
れ
ぞ
れ
描
く（
写
生
5
、
6
）。

宿
近
く
で
梓
川
を
隔
て
、
焼
岳
を
写
生
。

22
日　

出
立
。
徳
本
峠
付
近
か
ら
穂
高
岳

を
描
く（
写
生
7
）。

　

も
し
仮
に《
穂
高
山
の
麓
》
が
あ
り
の
ま
ま
の

現
実
の
再
現
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
絵
を
描
く
た
め

の
立
脚
点
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
下
の
宿
泊
地

付
近
、
具
体
的
に
言
え
ば
そ
こ
か
ら
対
岸
を
わ
た

り
、
や
や
川
上
に
進
ん
だ
B
地
点
辺
り
だ
。
だ

が
、
紀
行
文
の
な
か
で
こ
れ
に
合
致
す
る
記
述
を

確
認
で
き
な
い
。
高
所
か
ら
の
眺
望
で
あ
る
写
生

1
、
7
の
地
点
は
当
然
と
し
て
、
川
下
の
蒲
田
道

で
描
い
た
と
い
う
3
、
4
、
そ
れ
に
準
じ
る
場
所

で
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
5
、
6
で
も
、
本
作
品

と
は
お
そ
ら
く
異
な
る
角
度
の
穂
高
連
峰
が
見

え
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
蒲
田
道
と
は
、
上
高
地

か
ら
中
尾
峠（
焼
岳
）を
通
っ
て
蒲
田
温
泉（
現
在

の
新
穂
高
温
泉
）へ
と
至
る
道
で
あ
ろ
う
。

　

写
生
4
で
は
楊
を
中
景
に
穂
高
岳
を
描
い
た

と
い
う
か
ら
、《
残
雪
》﹇
図
2
﹈
が
こ
れ
に
該
当
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
宿
か
ら
一
里
以
上
も
離

れ
た
と
こ
ろ
で
見
え
る
穂
高
連
峰
の
山
容
は
、
宿

近
く
で
見
え
る
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
る
は
ず
だ
。

最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、宿
付
近
で
穂
高
岳
を

描
い
た
と
い
う
写
生
2
だ
が
、『
山
岳
』に
お
け
る

大
下
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
同
誌
の
口
絵
に

掲
載
さ
れ
た《
六
月
の
穂
高
岳
》﹇
図
3
、『
山
岳
』に

は『
穂
高
山
の
残
雪
』と
表
記
﹈で
あ
る﹇
註
4
﹈。

ま
と
め

　

今
回
の
調
査
で
は
、《
穂
高
山
の
麓
》
に
描
か

れ
た
穂
高
連
峰
の
地
形
は
、
大
下
の
宿
泊
地
付

近
の
河
原
か
ら
見
た
景
観
に
近
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
約
一
〇
〇
年
も
前
に
大
下
が
描
い
た

地図  国土地理院発行の2万5千分の1の「上高地」（1993年）「穂高岳」（2014年）「焼岳」（2012年）の一部を合成し、撮影地点などを加えた。

Ａ地点からの穂高連峰

B地点からの穂高連峰

C地点からの穂高連峰

D地点からの穂高連峰

E地点からの穂高連峰

各地点からの風景
撮影：筆者
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風
景
を
、
私
た
ち
は
今
も
上
高
地
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
地
の
変
わ
ら
ぬ
自
然
と
、
大
下
の

的
確
な
描
写
力
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

一
方
で
大
下
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
が
宿
泊

地
付
近
で
梓
川
を
前
景
に
描
い
た
の
は
他
の
山

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本

作
品
は
自
然
の
景
観
を
単
純
に
模
し
た
と
い
う

よ
り
、
い
く
つ
か
の
写
生
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

と
捉
え
た
く
な
る
。
実
際
こ
の
作
品
に
は
、
川
辺

に
群
生
す
る
低
木
の
楊
や
枯
木
な
ど
、
上
高
地

の
自
然
環
境
が
作
為
的
と
も
思
え
る
ほ
ど
よ
く

描
か
れ
て
い
る
。
加
え
て
大
下
の
紀
行
文
を
読

み
こ
め
ば
、
こ
の
作
品
は
上
高
地
に
対
す
る
彼
の

印
象
の
総
合
の
よ
う
に
思
え
る
。
た
と
え
ば
、
敢

え
て
山
の
頂
上
を
描
か
な
い
こ
と
で
得
ら
れ
た

山
容
の
迫
力
は
、
高
い
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

空
が「
天
窓
よ
り
望
む
が
如
く
狭
く
限
ら
れ
」﹇
註

5
﹈た
同
地
の
地
形
に
対
す
る
彼
の
実
感
に
基
づ

く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た「
湖
の
如
く
波
な
く
音

な
く
し
て
流
る
ゝ
」﹇
註
6
﹈梓
川
に
つ
い
て
、「
水

に
趣
味
深
き
僕
も
曾
て
見
た
こ
と
も
な
く
、
ま

た
こ
れ
を
描
き
現
は
す
こ
と
も
出
来
ぬ
」﹇
註
7
﹈

と
、
彼
は
非
常
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
本
作
品
に
は
、
上
高
地
に
お
け
る
ふ
た

つ
の
特
徴
的
な
景
観
、
す
な
わ
ち
平
野
を
圧
倒

す
る
よ
う
に
取
り
囲
む
高
山
と
、
そ
の
谷
底
の

あ
る
透
明
感
の
あ
る
水
面
と
い
う
、
と
も
す
れ
ば

対
照
的
な
要
素
が
中
景
に
お
け
る
低
木
か
ら
高

木
へ
と
段
々
と
せ
り
上
が
っ
て
い
く
森
林
の
展

開
に
よ
っ
て
、
矛
盾
な
く
ひ
と
つ
の
画
面
の
う
ち

に
繋
ぎ
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
上

高
地
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
の
姿
が
い
き
い
き

と
表
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
大
下
自
身「
作
家
の
頭

で
、
取
捨
し
改
造
し
て
、
即
ち
自
然
の
最
も
善

い
と
こ
ろ
を
適
宜
に
集
め
て
こ
そ
、
よ
い
絵
が
出

来
る
」﹇
註
8
﹈
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
言

う「
複
写
」
に
は
、「
編
集
」
と
い
う
概
念
が
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か「
写
生
」そ
の
も
の
が
、
当
時
、
現

実
の
再
現
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
汲
み
つ
く
せ
な

い
意
味
を
含
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と

え
ば
大
下
の
盟
友
と
も
言
う
べ
き
登
山
家
で
文

筆
家
の
小
島
烏
水
は
、
写
生（
文
）
に
つ
い
て
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

繁
を
欲
す
れ
ば
繁
、
簡
を
欲
す
れ
ば
簡
、
九

を
略
し
て
一
を
存
す
る
も
可
、
特
點
を
擧

げ
て
通
有
點
を
沒
却
す
る
も
亦
可
、（
中
略
）

動
く
も
の
は
そ
の
形
骸
に
し
て
、
活
く
る
も

の
は
そ
の
靈
な
り
、寫
生
の
至
妙
な
る
も
の

は
、
そ
の
皮
を
剥
き
、
そ
の
核
を
削
つ
て
、

恍
焉
と
し
て
人
を
移
す
の
力
あ
り﹇
註
9
﹈

　

大
下
も
ま
た「
自
然
の
現
象
の
外
面
的
描
写
」

だ
け
で
は
な
く
、「
深
い
感
情
」を
表
す
こ
と
も
重

視
し
て
い
た
よ
う
に
、
外
観
を
忠
実
に
模
す
る
こ

と
だ
け
で
は「
絵
」
と
し
て
不
十
分
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た﹇
註
10
﹈。
こ
の
よ
う
に《
穂
高
山

の
麓
》は
、
現
実
の
風
景
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、

大
下
の
上
高
地
に
対
す
る
印
象
の
総
合
と
し
て

組
み
立
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
実
を
忠

実
に
模
し
た
自
然
主
義
的
作
品
と
評
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
大
下
の
水
彩
画
だ
が
、
そ
こ
に
底
流
す

る
編
集
意
識
に
つ
い
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
更
な
る

検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

（
美
術
課
研
究
員
）

註1

土
居
次
義『
水
彩
画
家
大
下
藤
次
郎
』美
術
出
版

社
、一
九
八
一
年
、一
七
五
頁
。

2

島
根
県
立
石
見
美
術
館
編『
大
下
藤
次
郎
の
水
彩

画
島
根
県
立
石
見
美
術
館
所
蔵
大
下
藤
次
郎
作
品

集
』美
術
出
版
社
、二
〇
〇
八
年
、一
二
四
頁
。

3

大
下
藤
次
郎「
雑
録
口
繪
穂
高
山
殘
雪
寫
生
の
旅

行
談
及
所
感
」『
山
岳
』第
二
年
第
三
号
、
一
九
〇
七
年

十
一
月
、
一
三
九
│
一
四
二
頁
。
汀
鷗（
大
下
藤
次
郎
）

「
穂
高
山
の
麓
」『
み
づ
ゑ
』第
五
二
号
、
一
九
〇
九
年
十

月
、一
〇
│
一
八
頁
。

4

大
下「
雑
録
」前
掲
、一
四
二
頁
。

5

大
下「
穂
高
山
の
麓
」前
掲
、一
六
頁
。

6

同
右
、一
七
頁
。

7

大
下「
雑
録
」前
掲
、一
四
一
頁
。

8

大
下
藤
次
郎『
最
新
水
彩
画
法
』一
九
〇
九
年
。
引

用
は
以
下
の
再
録
先
か
ら
。
大
下
藤
次
郎『
大
下
藤
次

郎
美
術
論
集
』美
術
出
版
社
、一
九
八
八
年
、一
一
七
頁
。

9

小
島
烏
水「
紀
行
文
に
就
き
て
」一
九
〇
三
年
。
引

用
は
以
下
の
再
録
先
か
ら
。『
小
島
烏
水
全
集
』第
四

巻
、
大
修
館
書
店
、一
九
八
〇
年
、
四
八
〇
頁
。

10

大
下
藤
次
郎『
写
生
画
の
研
究
』一
九
一
一
年
。
引

用
は
以
下
の
再
録
先
か
ら
。
大
下
藤
次
郎『
大
下
藤
次

郎
美
術
論
集
』美
術
出
版
社
、一
九
八
八
年
、一
九
九
頁
。

図3  大下藤次郎《六月の穂高岳》1907年  水彩・紙  31.0×48.0cm
市立大町山岳博物館蔵  図版：市立大町山岳博物館提供

表紙：菱田春草《蘇李訣別》  1901年  絹本彩色・額  149.0× 97.5 cm
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